新年賀詞交換会会長挨拶原稿

　　　　　　　　　　　　　平成17年1月7日(金)

新年明けましておめでとうございます。

本日は、大変お忙しい中、塚本製造産業局次長を始め経済産業省幹部の皆様、報道関係の皆様、関連業界の皆様、諸先輩の皆様、そして会員各社の皆様、大勢お集まり頂きまして、誠に有難うございます。

年頭に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。

昨年を振り返ってみますと、まず、何よりも、地震、台風といった自然災害によって、大きな影響を受けた年であったと思います。これらの災害によって被害を受けられた方々に対しまして、心よりお見舞いを申し上げたいと存じます。

　一方、経済面での１年を振り返ってみますと、原油、原材料価格の高騰など、いろいろなマイナス材料もありながら、年初より堅調な回復傾向を示し、順調な運営が図られた1年であったと考えております。
　年末に至りまして、日銀短観や景気動向指数などに、懸念される動きもみられるようになりましたし、米国経済や中国経済の動向を含めまして、不透明な要因が依然としてあるわけですが、現在の堅調な経済状況が今年も持続することを、大いに期待致したいと考えております。

　翻って、われわれソーダ工業について申し上げますと、わが国全体の経済動向に符節をあわせまして、堅調に推移した1年であったということができると思います。

　まだ正式な数字ではございませんが、現時点での推計で申し上げますと、か性ソーダの生産は、一昨年に比べまして、２％強増加となります、４４７万トン程度となる見込みでございます。

　一方、出荷は、内需が、生産と同じく、前年比２％強増加の３７７万トン程度であり、また、輸出は好調に推移し、前年比３％弱増加の、６８万トン程度となる見込みでございます。

　この結果、内需と輸出を合わせました出荷合計は、前年比２％弱増加の４４５万トン程度となる見込みでございます。
　以上のうち、内需を除きます、生産、輸出、出荷につきましては、いずれも史上最高に迫ります、史上第２位の数字となる見込みでございます。

　また、か性ソーダと塩素のインバランスにつきましては、９０万トン前後となる見込みで、3年連続で１００万トンの大台を割ることになろうかと考えております。
　需給面でのこうした堅調な動きに加えまして、あるべき価格への改定に対する各社のご努力もありまして、ソーダ業界の収益状況も改善傾向を示しているように思われますが、原材料価格のさらなる高騰などを考え合わせますと、まだまだ再生産可能な収益レベルには至っていないと言えるのではないかと考えております。とりわけ、ソーダ工業にとって最大の原料の一つであります原塩の価格が、フレートの高騰を背景に、大幅に上昇することなど、ソーダ工業を取り巻く環境は、依然として厳しいものであると言わざるを得ません。

　基礎素材産業としての存立の基盤を確固としていくためにも、一層、気を引き締めて経営にあたって行かなければならないと考えている次第でございます。

　さて、本年、当会が取り組むべき課題を、大きく二つに絞って申し上げたいと存じます。

一つ目の課題は、「環境問題への適切な取り組み」でございます。

これには、次の三つの観点が含まれていると考えております。

第１は、ソーダ・塩素関連製品の安全性をはじめと致します環境面での課題に対しまして、適切に対応して行くということでございます。

第２は、海外・国内において、産業事故が多発しておりますことに鑑み、ソーダ工業におきましても、災害ゼロに向けて、最大の努力を傾注して行くということでございます。

第３は、地球温暖化対策への取り組みを一層強化して行くということでございます。

その主力的な取り組みとして、ソーダ工業は、これまでも積極的に省エネに取り組んで参りましたが、これからも、力を緩めることなく、省エネ活動を推進して参りたいと考えております。

この点に関しまして、いわゆる「環境税」につきまして、一言触れさせていただきたいと存じます。

ご承知の通り、環境税につきましては、幸い、本年度の導入は見送りとなりましたが、議論はまだまだ継続するわけでございます。

いまさら申し上げるまでもないことでございますが、地球温暖化対策につきましては、世界的、国民的課題であり、その解決のためには、「経済と環境の両立」と「増税なき目的達成」を基本に、優先順位を定めて、対策を進めていくべきものであります。その点、環境税は、なによりも「まず税ありき」であり、その目的、効果に疑問があるばかりでなく、万一導入された場合、産業界、とりわけ、われわれソーダ業界に与えます影響は、致命的なものがあると言わざるを得ません。
これらの観点から、環境税導入に対しましては、引き続き、強く反対して行くという立場を貫き、関係諸団体とも連携して活動を進めて参りたいと考えております。

二つ目の課題は、「ガス拡散電極技術開発研究の完成」でございます。

実用化研究、工業化研究に続きまして、一昨年の４月より、２年間の予定で、事業化研究を行って参りましたが、いよいよこの３月で、予定の研究期間が終了することとなります。この間、当初の目的に対しまして、順調にその成果を上げてきておりますが、一方におきまして、想定外の要因の発生によりまして、実験期間が予定より短期間しかとれなかったことがありまして、各種のデータがまだ十分に収集できていない状況が生じました。

このため、これまでの成果を盛り込むことで、最新の性能を具備致しました実験槽によりまして、最後のデータ採りを行うため、事業化研究期間を、さらに１年間延長することと致しました。

この研究開発には、随分と長い時間をかけてきているわけでございますが、最後の詰めを誤ることのないようにして、この技術を完成し、自信をもって、ビジネスラインへの導入・展開を進めていけるように致したいと考えております。

以上、二つの主要課題に絞ってお話し申し上げましたが、この他にも、触れておかなければならないことに、国際的、国内的な連携活動の推進がございます。

昨年は、９月に、従来の日韓台の３極に加えまして、新たに中国のクロールアルカリ工業会（ＣＣＡＩＡ）が参加致しました「東アジアクロールアルカリ会議」が大阪で、また、
１１月には、日韓共催でのＷＣＣの代表者会議がソウルで、それぞれ開催され、大成功のうちに終了致しました。これらの成果をベースに、国際的連携をますます強化致しまして、ソーダ工業の持続的発展のための活動につなげて行きたいと考えております。
以上、いろいろ申し上げましたが、いずれに致しましても、新しい年を迎えまして、業界発展のため、さらに全力を傾けて参りたいと考えておりますので、皆様におかれましても、これまで同様、格別のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げる次第でございます。

最後になりましたが、各社のご発展と、ご参集の皆様のご健康、ご多幸を祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。どうも有り難うございました。
PAGE  
1

